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千
二
百
年
に
わ
た
る
肉
食
禁
忌
の
風
習
に
一
大
転
機
が
お
と
ず
れ
る

渡辺善次郎（わたなべ ぜんじろう）
1932年　東京に生れる。1956年早稲田大学卒業
1961年　同大学院商学研究科博士課程修了。同年国立国会図

書館に入り、調査立法考査局農林課長、海外事情課
長を経て、専門調査員

1991年　退職。商学博士。現在、都市農村関係史研究所主宰。
主著『都市と農村の間ー都市近郊農業史論』（1983
年　論創社）、『聞き書・東京の食事』（編著・1987
年　農文協）、『巨大都市江戸が和食をつくった』
（1988年　農文協）、『農のあるまちづくり』（編
著・1989年　学陽書房）、『東京に農地があってな
ぜ悪い』（共著・1991年　学陽書房）、『近代日本都
市近郊農業史』（1991年　論創社）

市
場
風
景
と
国
土
景
観

は
じ
め
に

肉
食
の
解
禁
―
―
開
化
を
始
め
る
日
本
人
の
肉
食
文
化

腎臓（左）や心臓（右）などがならぶパリの臓物店
（週刊朝日百科2 『世界の食べもの』）

第
八
号「
異
国
食
の
受
容
と
変
容
」

の
あ
ら
す
じ

日
本
の
食
の
歴
史
は
、
弥
生
時
代
の
米
食

文
化
流
入
以
来
、
異
国
の
食
文
化
を
受
容
し
な

が
ら
江
戸
時
代
に
「
和
食
」
を
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
和
食
は
、
開
国
・
文
明
開
化
に
よ
っ
て

西
洋
の
食
文
化
を
受
容
し
、
変
容
を
遂
げ
た
。

そ
れ
以
前
、
長
崎
で
は
幕
末
か
ら
西
洋
料
理
屋

が
営
業
し
て
い
た
。
開
国
後
は
、
横
浜
、
神
戸
、

函
館
な
ど
の
港
町
か
ら
西
洋
料
理
が
普
及
。

明
治
三
年
に
東
京
・
築
地
精
養
軒
ホ
テ
ル
が

開
業
。
や
が
て
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
、
ト
ン
カ
ツ
、

コ
ロ
ッ
ケ
の
よ
う
な
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

和
風
洋
食
が
広
ま
っ
た
。

明
治
後
期
に
な
る
と
、製
糖
・
製
粉
を
は
じ
め
、

食
品
産
業
が
発
達
し
て
次
々
と
新
し
い
食
材
が

出
回
っ
た
。
関
東
大
震
災
後
に
は
、
ラ
ー
メ
ン

や
ワ
ン
タ
ン
が
登
場
し
、
安
さ
と
美
味
し
さ
で

中
華
料
理
が
大
流
行
。
こ
の
頃
に
は
、
飲
食
店

の
数
も
増
え
店
の
大
衆
化
も
進
み
、
多
く
の
庶
民

は
こ
こ
で
新
し
い
異
国
の
味
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
料
理
は
、
一
品
ご
と
に
米
飯
の

副
食
に
な
る
も
の
だ
け
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
世
界
に
類
を
み
な
い
和
・
洋
・
華
混

合
の
多
様
な
食
が
、
新
し
い
日
本
の
食
と
し
て

成
立
し
た
。

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
三
月
、
徳
川
幕
府

は
日
米
和
親
条
約
を
締
結
、
続
い
て
日
英
、

日
蘭
、
日
露
な
ど
西
洋
諸
国
と
次
々
に
和
親

条
約
を
結
び
、
長
い
間
の
鎖
国
政
策
を
転
換

し
て
開
国
に
踏
み
き
っ
た
。
平
成
十
六
年
は

そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
五
〇
周
年
に
あ
た
る
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古
代
の
肉
食
と
肉
食
禁
止
令

お客の注文に応えて、内臓をとりあわせている（週刊朝日百科 2 『世界の食べもの』）
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キ
リ
シ
タ
ン
と
肉
食

鳥（鶴）と魚（鯉）を調理する室町時代の包丁人達（週刊朝日百科 103 『世界の食べもの』）



5

江
戸
時
代
の
肉
食
事
情

七代目市川団十郎演じる早野勘平（文政2年〈1819〉玉川座　国立劇場『歌舞伎公演』）

江戸時代の「ももんじい屋」と呼ばれた獣肉専門店の店先（雄山閣出版社
『全集日本の食文化第八巻』）



6

薬
食
と
牛
豚
肉

長崎出島・蘭館内での饗宴風景（『唐蘭館絵巻』）徳川吉宗へ白牛が献上され、日本の酪農が始まった（千葉県酪農のさと「酪農資料館」資料）



7

肉
食
禁
忌
と
殺
生
禁
断

現在でも鳥供養が毎年営まれている　（京都三条檀王法林寺の
「鳥供養塔」筆者撮影）



8

参
考
文
献

・
原
田
信
男
『
歴
史
の
な
か
の
米
と
肉
』
平
凡
社
　

１
９
９
３
年

・
村
田
実
『
日
本
人
と
西
洋
食
』
春
秋
社

１
９
８
４
年

・
小
菅
桂
子
『
水
戸
黄
門
の
食
卓
』
中
公
新
書
　

１
９
９
２
年

・
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
『
江
戸
・
東
京
―
暮
ら
し
を
支

え
た
動
物
た
ち
』
農
文
協
　
１
９
９
６
年

・
岡
島
成
行
『
ア
メ
リ
カ
の
環
境
保
護
運
動
』

岩
波
新
書
　
１
９
９
０
年

文
明
開
化
と
肉
食
奨
励

動物虐待（牛いじめ）が一種の娯楽であった19世紀初期の英国（株式会社リブロポート
『非労働時間の生活史』）

明治時代の牛鍋店（明治７年〈1874〉萩原乙彦著『東京開化繁盛誌』
週刊朝日百科 103『世界の食べもの』）

事件を伝えた英紙「タイムズ」の記事
（国立国会図書館蔵　昭和63年5月14日付東京
新聞夕刊）




